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私
た
ち
の
町
が
東
日
本
大
震
災
の
「
平
成
の
大
津
波
」
に
の
み
込
ま
れ
、
が
れ
き
に
埋
も
れ
、

紅ぐ

蓮れ
ん

の
炎
に
包
ま
れ
て
か
ら
、
す
で
に
６
年
の
月
日
が
流
れ
た
。

　
あ
の
津
波
は
瞬
く
間
に
愛
す
る
人
た
ち
を
、
長
年
暮
ら
し
た
家
を
、
明
る
く
ざ
わ
め
い
て
い
た

町
を
、
通
い
慣
れ
た
小こ

径み
ち

を
、
美
し
か
っ
た
渚
を
、
そ
し
て
、
私
た
ち
が
属
す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
大
切
な
も
の
を
奪
い
去
っ
た
。

　
こ
の
小
さ
な
町
で
、
８
０
０
人
を
超
え
る
人
々
が
逝ゆ

い
た
。
本
書
は
あ
の
震
災
の
真
実
を
語
り

継
ぎ
、
後
世
に
教
訓
を
伝
え
、
今
に
生
き
る
人
が
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
編
ま
れ
た
。

　
あ
の
日
、
津
波
は
、
か
つ
て
襲
っ
た
明
治
三
陸
大
津
波
（
１
８
９
６
年
）
と
昭
和
三
陸
大
津
波

（
１
９
３
３
年
）
の
教
訓
が
彼
方
に
遠
の
き
、
先
の
チ
リ
地
震
津
波
（
１
９
６
０
年
）
か
ら
51
年
の

時
を
経
て
、そ
の
記
憶
が
風
化
し
た
町
を
直
撃
し
た
。
気
象
庁
に
よ
る
当
初
の
予
想
津
波
高
が「
３

メ
ー
ト
ル
」
だ
っ
た
り
、
そ
の
前
年
の
平
成
22（
２
０
１
０
）年
２
月
に
大
津
波
警
報
が
出
た
が
ほ

と
ん
ど
被
害
が
な
か
っ
た
り
し
た
こ
と
も
油
断
を
生
ん
だ
。

　
あ
る
人
は
漁
船
が
心
配
に
な
っ
て
浜
に
下
り
、
あ
る
人
は
「
過
去
に
こ
こ
ま
で
津
波
が
来
た
こ
と

は
な
い
か
ら
」と
家
に
と
ど
ま
り
、ま
た
あ
る
人
は
家
族
や
隣
人
を
救
お
う
と
し
て
、命
を
落
と
し
た
。

町
は
集
落
の
背
後
に
高
台
の
迫
る
地
形
が
多
く
、
津
波
が
到
達
す
る
ま
で
の
三
十
数
分
の
間
に
、
適

切
に
避
難
さ
え
し
て
い
れ
ば
多
く
の
命
が
助
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
誠
に
悔
や
ま
れ
る
。

　
震
災
か
ら
５
年
３
カ
月
後
の
平
成
28（
２
０
１
６
）年
６
月
11
日
、
山
田
町
大
沢
の
曹
洞
宗
南
陽
寺

の
門
前
で
、地
区
の
津
波
犠
牲
者
１
２
０
人
を
悼
む
慰
霊
碑
が
除
幕
さ
れ
た
。
そ
こ
に
刻
ま
れ
た「
命

を
守
る
五い

つ
つの

誓
い
」
が
あ
の
津
波
の
教
訓
と
戒
め
を
極
め
て
簡
潔
に
、
そ
し
て
力
強
く
発
し
て
い
る
。

　
一
、
こ
の
大
津
波
の
こ
と
を
、
子
ど
も
や
孫
の
代
ま
で
、
千
年
こ
え
て
語
り
つ
な
げ
。

　
二
、
大
き
な
地
震
の
あ
と
は
、
必
ず
津
波
が
や
っ
て
く
る
。

　
三
、
潮
が
大
き
く
引
い
た
ら
、
必
ず
津
波
が
や
っ
て
く
る
。

　
四
、
家
族
で
話
し
合
い
、
ひ
な
ん
場
所
を
決
め
て
お
け
。

　
五
、
少
し
で
も
高
い
と
こ
ろ
に
逃
げ
ろ
、
逃
げ
た
ら
、
ぜ
っ
た
い
に
も
ど
る
な
。

　
こ
こ
に
、
本
書
の
伝
え
た
い
こ
と
が
ほ
ぼ
語
り
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

　
碑
文
は
大
沢
地
区
で
生
ま
れ
育
ち
、
町
立
大
沢
小
学
校
の
校
長
も
務
め
た
箱
石
敏と

し

巳み

さ
ん（
75
）

が
、
各
地
に
残
る
過
去
の
大
津
波
の
記
念
碑
な
ど
を
参
考
に
紡
ぎ
出
し
た
。
町
立
船
越
小
学
校
の

教
員
だ
っ
た
昭
和
43（
１
９
６
８
）年
に
三
陸
沖
北
部
地
震
（
十
勝
沖
地
震
）
の
津
波
を
目
撃
し
た
こ

と
や
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
い
っ
た
ん
避
難
し
た
親
族
３
人
が
自
宅
な
ど
に
戻
っ
て
亡
く
な
っ

た
こ
と
が
念
頭
に
あ
っ
た
。「
町
の
大
半
が
津
波
で
流
さ
れ
た
事
実
を
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
、
き

ち
ん
と
子
や
孫
に
伝
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
痛
感
し
た
と
い
う
。

　
慰
霊
碑
建
立
の
中
心
に
な
っ
た
同
地
区
遺
族
会
の
福
士
勝
久
会
長（
72
）は
、
実
兄
の
勝
之
さ
ん
＝

当
時（
68
）＝
を
震
災
関
連
死
で
亡
く
し
た
。「
人
の
好
い
兄
だ
っ
た
。亡
く
な
っ
た
方
々
に
成
仏
し
て

ほ
し
い
。
町
の
皆
さ
ん
に
は
、一
年
に
一
度
で
も
碑
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
時
に
手
を
合
わ
せ
て
し
の

ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
語
る
。

　
本
書
の
編
さ
ん
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
、
何な

ん

人ぴ
と

た
り
と
も
津
波
に
よ
る
犠
牲
を
出
さ
な
い
た
め
に
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
の
集
約
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
教
訓
」
を
前
面
に
押
し
出
し
た
。
真
に
「
血
の

通
っ
た
」
震
災
記
録
誌
を
め
ざ
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
視
点
に
よ
る
事
実
の
掘
り
起
こ
し

と
学
術
的
な
知
見
に
基
づ
く
検
証
作
業
と
が
互
い
に
補
完
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
模
索
し
た
。

　
第
一
に
、
震
災
で
命
を
落
と
し
た
り
、
人
生
を
大
き
く
変
え
ら
れ
た
り
し
た
人
た
ち
の
背
景
に
そ

の
数
の
分
だ
け
現
実
の
足
跡
や
営
み
が
あ
る
こ
と
を
深
く
思
っ
た
。で
き
る
限
り
市し

井せ
い

に
飛
び
込
み
、

一
記
者
、
一
町
民
の
目
と
耳
で
生
の
証
言
を
拾
い
集
め
た
。
時
間
の
経
過
に
よ
る
現
象
や
数
値
の
推

移
だ
け
で
な
く
、
何
が
あ
っ
て
、
何
の
た
め
に
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
を
記
録
、
検
証
し
よ
う
と

試
み
た
。

　
そ
の
次
に
、
被
災
の
実
相
を
探
る
の
に
は
地
理
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
だ
と
考
え
、
採
用
し

た
。
太
古
か
ら
の
土
地
の
成
り
立
ち
や
来
歴
に
よ
っ
て
、
地
震
や
津
波
の
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
く
異

な
っ
て
く
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
学
界
の
泰た

い

斗と

で
つ
く
る
研
究
チ
ー
ム
が
被
災
地
域
を
く

ま
な
く
踏
査
し
た
。
各
地
区
で
特
徴
的
な
地
形
・
地
質
や
土
地
改
変
の
経
緯
、
そ
こ
で
取
ら
れ
た

津
波
か
ら
の
避
難
行
動
の
分
析
は
将
来
、
町
の
防
災
に
必
ず
や
役
立
て
ら
れ
よ
う
。

　
そ
し
て
、
あ
の
津
波
の
規
模
と
甚
大
な
被
害
は
、
決
し
て
、
か
つ
て
な
か
っ
た
「
未み

曽ぞ

有う

」
で
な

く
、
そ
う
遠
く
な
い
未
来
に
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
念
を
押
し
て
お
き
た
い
。
震
災
か

ら
６
年
の
こ
の
と
き
は
、
仏
教
で
い
う
七
回
忌
の
節
目
に
当
た
る
。
本
書
が
た
と
え
さ
さ
や
か
で
も
、

浄
土
に
旅
立
た
れ
た
方
々
一
人
一
人
の
供
養
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
平
成
29（
２
０
１
７
）年
５
月

津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

千
年
越
え
て
語
り
継
ぐ

大沢地区の津波慰霊碑の
除幕式で「命を守る五の誓
い」を唱和する大沢小の児
童ら（岩手日報社提供）。
碑の裏面には物故者の氏
名が刻まれている

東日本大震災の大津波が山田地区の防潮堤
を越流した瞬間（平成23年３月11日午後
３時20分ごろ撮影）。津波は私たちの平穏
な暮らしを奪い去った
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縄文早期
（約7000年前）

沢田Ⅰ遺跡からこの時期の
土器が出土

715（霊亀元）年 蝦夷の須
す

賀
かの

君
きみ

古
こ

麻
ま

比
ひ

留
る

が昆
布の朝貢のため「閉村（閉
伊地方）に郡家を建ててほ
しい」と請願（『続日本紀』）

869（貞観11）年 貞観地震大津波

1192（建久3）年 閉伊氏（佐々木氏）が閉伊
郡を治める

1611（慶長16）年 慶長三陸地震大津波（※慶
長19年説も）

1643（寛永20）年 山田湾にオランダ船ブレス
ケンス号が水・食料を求めて
入港。乗組員10人が南部
藩に捕らえられ江戸に護送

1735（享保20）年 南部藩の領内が33通りに
整理。豊間根は宮古代官所、
大沢・山田・織笠・船越は
「大槌通り」として大槌代官
所の管轄に

1760（宝暦10）〜
　 65（明和2）年

このころ、曹洞宗僧侶「牧
庵鞭牛」が町内の交通難所
を相次いで開削

1876（明治9）年 現在の岩手県の範囲が確定

1889（明治22）年 市町村制実施。飯岡村・山
田村は合併し山田町に。豊
間根村・大沢村・織笠村・船
越村が誕生する

1896（明治29）年 明治三陸地震大津波。死者
2984人、負傷者960人

1933（昭和8）年 昭和三陸地震大津波。死者・
行方不明者18人、負傷者12人

1935（昭和10）年 国鉄山田線の盛岡─陸中山
田間が開通

1947（昭和22）年 山田町大火

1948（昭和23）年 アイオン台風で被害

1950（昭和25）年 県立山田病院開設

1955（昭和30）年 山田町・豊間根村・大沢村・
織笠村・船越村の1町 4村
が合併、新山田町が誕生

1960（昭和35）年 チリ地震津波。死者 0人、
負傷者2人

1965（昭和40）年 大沢・山田・織笠・船越中学
校が統合して、山田中学校に

1969（昭和44）年 織笠大橋開通

1974（昭和49）年 町役場新庁舎が完成

1980（昭和55）年 本町出身の鈴木善幸衆院議
員が第70代内閣総理大臣
に就任

2002（平成14）年 三陸縦貫自動車道（三陸沿
岸道路）山田道路開通

2006（平成18）年 県立山田病院が柳沢地区に
移転

2011（平成23）年 東日本大震災大津波。死者・
行方不明者825人

2011（平成23）年 山田町復興計画を策定

2016（平成28）年 被災した県立山田病院が飯
岡地区に移転
希望郷いわて国体高校野球
（軟式）競技開催

【面積】
 262.81平方キロメートル

【人口】
 16,057人
 （平成 29年4月1日現在）

【震災前の人口】
 19,270 人
 （平成23年3月1日）

【町の花】 ハマナス
【町の木】 スギ
【町の鳥】 ウミネコ

町の歴史 リ
ア
ス
海
岸
と
広
大
な
山
林

　

山や
ま

田だ

町ま
ち

は
県
庁
所
在
地
の
盛
岡
市
か
ら
東
南
東
に

約
70
キ
ロ
離
れ
、
県
沿
岸
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
。
面
積
は
約
２
６
３
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
平
地

部
は
極
め
て
少
な
く
、大
半
を
山
林
原
野
が
占
め
る
。

北
は
宮
古
市
、
南
は
大
槌
町
、
西
は
宮
古
市
と
大
槌

町
に
境
を
接
し
、
東
側
は
太
平
洋
に
面
す
る
。
沿
岸

は
リ
ア
ス
海
岸
の
特
徴
を
有
し
、
ブ
ナ
や
ス
ギ
な
ど

の
森
林
に
覆
わ
れ
た
船
越
半
島
を
挟
ん
で
、
北
側
に

山
田
湾
、
南
側
に
船
越
湾
が
広
が
る
。

　

年
間
の
平
均
気
温
は
10
・
３
度
、
降
水
量
は
約
１

５
１
０
ミ
リ（
い
ず
れ
も
過
去
30
年
の
平
年
値
）。
沖

合
で
寒
流
の
親
潮
と
暖
流
の
黒
潮
な
ど
が
混
じ
り
合

い
、
西
方
に
広
が
る
北
上
山
地
の
影
響
を
受
け
る
な

ど
す
る
た
め
、
県
内
陸
部
よ
り
降
雪
量
が
少
な
く
、

冬
は
比
較
的
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
い
。
夏
期
は
海
側

か
ら
湿
潤
で
冷
た
い
北
東
風
「
や
ま
せ
」
が
吹
き
込

む
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
、
山
田
湾
に
は
や
ま
せ
の

霧
が
幻
想
的
に
漂
う
。

　

町
は
北
か
ら
順
に
豊
間
根
、
大
沢
、
山
田
、
織
笠
、

船
越
の
行
政
区
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
内
陸
の
豊
間

根
を
除
い
て
海
に
広
く
接
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は

甚
大
な
津
波
被
害
を
受
け
た
。

養
殖
に
適
す
山
田
湾

　

周
囲
約
20
キ
ロ
の
山
田
湾
は
湾
口
が
狭
く
つ
ぼ
ん

だ
き
ん
ち
ゃ
く
型
で
、「
海
の
十
和
田
湖
」
と
形
容

さ
れ
る
ほ
ど
穏
や
か
に
凪な

ぐ
こ
と
が
多
い
。
湾
内
に

は
関
口
川
や
織
笠
川
な
ど
の
河
川
か
ら
山
間
部
で
蓄

え
ら
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
注
ぎ
込
み
、
カ
キ
や
ホ
タ

テ
ガ
イ
な
ど
の
格
好
の
養
殖
場
に
な
っ
て
い
る
。
多

く
の
養
殖
い
か
だ
が
浮
か
ぶ
景
観
は
豊
か
な
三
陸
の

海
を
象
徴
す
る
風
光
と
い
っ
て
い
い
。
波
の
静
か
な

再
建
さ
れ
、
旬
の
時
期
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　

内
陸
部
で
は
農
業
も
広
く
行
わ
れ
、
水
稲
を
中
心

に
多
種
の
野
菜
類
を
生
産
。
肥
え
た
土
と
昼
夜
の
寒

暖
差
が
味
の
良
い
農
作
物
を
育
て
る
。
ま
た
、
シ
イ

タ
ケ
の
原
木
栽
培
が
盛
ん
で
、
干
し
し
い
た
け
の
品

質
の
良
さ
は
全
国
的
に
評
価
が
高
い
。
マ
ツ
タ
ケ
の

産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

条
件
を
生
か
し
て
、
近
年
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
ボ
ー

ト
な
ど
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
舞
台
と
し
て
も
脚
光
を

浴
び
て
い
る
。

　

山
田
湾
に
浮
か
ぶ
無
人
島
の
大
島
は
別
名
「
オ
ラ

ン
ダ
島
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
初
期
の
寛
永
20（
１
６

４
３
）年
、オ
ラ
ン
ダ
船
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
号
が
水
や
食

料
を
補
給
す
る
た
め
に
入
港
し
た
こ
と
に
ち
な
む
。

　

船
越
湾
は
広
く
外
洋
に
面
し
、
船
越
半
島
の
東
南

側
で
は
激
し
い
波
に
侵
食
さ
れ
て
切
り
立
っ
た
、
赤

平
金
剛
や
大
釜
崎
な
ど
の
海
食
崖
が
見
る
者
を
圧
倒

す
る
。
町
の
極
東
で
船
越
半
島
の
突
端
「
亀
ヶ
崎
」

は
東
経
１
４
２
度
３
分
54
秒
に
あ
り
、
本
州
最
東
端

の
重お

も

茂え

半
島
魹と

ど

ヶ
崎（
宮
古
市
）と
の
差
は
27
秒
で
約

６
５
０
メ
ー
ト
ル
し
か
違
わ
な
い
。
船
越
半
島
の
付

け
根
の
Ｊ
Ｒ
山
田
線
岩
手
船
越
駅（
休
止
中
）は
本
州

最
東
端
の
駅
と
し
て
知
ら
れ
る
。
船
越
半
島
は
三
陸

復
興
国
立
公
園
の
中
央
に
位
置
す
る
。

　

海
と
森
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
は
、
地
理

的
な
成
り
立
ち
や
歴
史
・
文
化
を
教
育
や
観
光
に
生

か
す「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」の
一
つ「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
」

を
構
成
。
穏
や
か
で
美
し
い
「
山
田
湾
の
景
観
」
と
、

２
億
年
以
上
前
の
海
の
堆
積
物
が
観
察
で
き
る
「
豊

間
根
川
上
流
の
地
層
」
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。

山
海
の
恵
み
、
四
季
折
々

　

主
要
な
産
業
は
水
産
業
。
親
潮
と
黒
潮
が
ぶ
つ
か

り
合
い
、
豊
富
な
魚
介
類
が
群
れ
る
三
陸
漁
場
で
の

沿
岸
漁
業
や
養
殖
漁
業
が
盛
ん
だ
。
11
月
ご
ろ
に
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
サ
ケ
漁
を
中
心
に
、
タ
ラ
や
ス
ル
メ

イ
カ
、ウ
ニ
、ア
ワ
ビ
、毛
ガ
ニ
な
ど
四
季
折
々
の
恵

み
が
水
揚
げ
さ
れ
、養
殖
で
は
カ
キ
や
ホ
タ
テ
ガ
イ
、

ホ
ヤ
、ワ
カ
メ
な
ど
が
清
冽
な
海
の
香
り
を
届
け
る
。

町
観
光
協
会
が
運
営
し
、
蒸
し
焼
き
カ
キ
な
ど
を
提

供
す
る
「
三
陸
山
田
か
き
小
屋
」
は
震
災
後
す
ぐ
に

山
田
町
と
は

海と山に囲まれた山田町の地形（震災前に撮影）。山田湾には大島（右）と小島（左）が浮かぶ

町民の平和、協力、発展を
それぞれ湾、波、船として表す
（昭和45年11月２日制定）

特産品の養殖カキ（上）と
シイタケ（下）

荒川

豊間根

大沢

山田

織笠
織笠川

関口川

荒川川

豊間根川

船越

田の浜
小谷鳥

大浦

船越半島

山田湾

宮古市

山田町

船越湾

JR山田線
（休止中）

三陸沿岸道路・山田道路

山田町

盛岡市
●
岩手県

青森県

秋田県

宮城県

45

N

荒川

豊間根

大沢

山田

織笠
織笠川

関口川

荒川川

豊間根川

船越

田の浜
小谷鳥

大浦

船越半島

山田湾

宮古市

山田町

船越湾

JR山田線
（休止中）

三陸沿岸道路・山田道路

山田町

盛岡市
●
岩手県

青森県

秋田県

宮城県

45

N

■山田町

【町章】
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あ
の
日
、

あ
り
し
日
、

そ
し
て
今

写
真
特
集

　
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
は
、
私
た
ち
が
代
を
重

ね
て
暮
ら
し
続
け
て
き
た
町
を
容
赦
な
く
打
ち
壊
し
、

そ
の
風
景
を
一
変
さ
せ
た
。「
無
常
」。
そ
う
諦
観
す
る

に
は
あ
ま
り
に
も
劇は
げ
し
く
、
厳
し
い
現
実
の
姿
が
目
の

前
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
あ
の
震
災
と
、
そ
れ
ま
で

積
み
上
げ
て
き
た
営
み
を
忘
れ
な
い
た
め
、「
あ
の
日
」

（
震
災
当
時
）、「
あ
り
し
日
」（
震
災
前
）、「
今
」（
現
在
）

に
分
け
て
、
町
の
変
わ
り
よ
う
を
写
真
で
振
り
返
る
。

山田漁港で津波に巻き込まれる漁船（平成23年３月11日午後３時57分撮影）

　

▼
津
波
の
高
さ
な
ど
の
数
値
が
同
じ
地
区
で
も
、
章
や

記
事
に
よ
っ
て
同
一
で
な
い
こ
と
が
あ
る
。
異
な
る
調
査
や

デ
ー
タ
に
基
づ
く
た
め
。

　

▼
震
災
に
よ
る
各
地
区
の
死
者
・
行
方
不
明
者
や
被
災

家
屋
の
数
、
被
害
額
な
ど
が
、
章
や
記
事
で
、
デ
ー
タ
を

取
っ
た
時
点
が
違
う
た
め
に
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

▼
記
事
中
の
登
場
人
物
の
満
年
齢
や
肩
書
は
、「
当
時
」

な
ど
の
注
記
の
な
い
も
の
を
除
き
、
原
則
と
し
て
取
材
時

に
合
わ
せ
て
あ
る
。

　

▼
第
３
章
の
「
津
波
の
来
襲
と
避
難
」
で
、
防
潮
堤
建

設
や
埋
め
立
て
な
ど
の
経
緯
な
ど
に
関
す
る
記
述
は
、
山

田
町
、
岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局
宮
古
水
産
振
興
セ
ン
タ

ー
、
同
宮
古
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
、
同
宮
古
土
木
セ
ン
タ

ー
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
、
こ
れ
ら
の
機
関
や
地
元

の
方
々
か
ら
聞
き
取
っ
た
情
報
、
お
よ
び
過
去
の
津
波
災

害
に
関
す
る
調
査
報
告
類
に
基
づ
く
。
ま
た
、
震
源
域
、

波
源
域
、
沖
合
で
の
波
高
な
ど
に
関
し
て
は
気
象
庁
、
東

京
大
学
地
震
研
究
所
、
国
土
交
通
省
港
湾
局
、
電
子
基
準

点
の
標
高
は
国
土
地
理
院
の
情
報
に
よ
る
。
そ
の
他
図
表

の
作
成
に
用
い
た
資
料
は
そ
の
都
度
示
し
て
あ
る
。
過
去

の
津
波
災
害
や
集
落
移
転
等
に
関
す
る
記
述
に
は
、
公
刊

さ
れ
て
い
る
多
数
の
調
査
報
告
・
論
文
等
を
参
照
し
た
。

　

▼
「
津
波
の
来
襲
と
避
難
」
の
避
難
行
動
事
例
で
人
物

の
名
前
や
固
有
名
詞
を
表
す
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
地
区

ご
と
に
登
場
順
で
振
っ
て
あ
る
。

　

▼
記
事
中
の
時
刻
は
、「
津
波
の
来
襲
と
避
難
」
の
み
原

則
と
し
て
24
時
制
を
採
用
し
た
ほ
か
、
基
本
的
に
12
時
制

で
記
し
て
い
る
。

　

▼
町
内
各
地
区
の
区
分
・
呼
称
は
一
般
的
に
大
別
さ
れ

る
豊
間
根
、
大
沢
、
山
田
、
織
笠
、
船
越
、
田
の
浜
、
大

浦
を
使
用
す
る
ほ
か
、
津
波
災
害
の
特
性
や
、
地
理
的
な

特
徴
に
よ
っ
て
異
な
る
津
波
の
影
響
を
考
慮
し
、
章
に
よ

っ
て
各
地
区
の
亜
地
区
を
独
立
さ
せ
て
扱
っ
た
（
第
１
章

の
「
柳
沢
・
北
浜
地
区
」、
第
３
章
の
「
浜
川
目
」
な
ど
）。

ま
た
、
記
事
に
よ
っ
て
「
織
笠
の
猿
神
地
区
」、「
船
越
地

区
浦
の
浜
」
な
ど
と
表
記
し
た
亜
地
区
も
あ
る
。
豊
間
根

地
区
に
隣
接
す
る
荒
川
地
区
に
つ
い
て
は
、
第
１
章
の
被

害
状
況
に
関
す
る
記
述
な
ど
で
豊
間
根
に
含
め
て
い
る
。

　

▼
本
書
で
は
、
被
災
し
た
町
民
ら
の
証
言
を
生
き
生
き

と
、
話
者
の
実
感
を
込
め
て
伝
え
る
た
め
に
、
記
事
中
に

当
地
方
で
使
わ
れ
る
方
言
を
中
心
に
、
被
災
時
な
ど
に
発

し
た
言
葉
を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
記
述
し
た
。
共
通
語

や
他
地
方
の
方
言
の
話
者
に
な
じ
み
が
薄
い
と
思
わ
れ
る

語ご

彙い

や
特
徴
を
、本
文
中
の
用
例
と
共
に
次
に
示
す
。
本
文

中
で
も
適
宜
か
っ
こ
を
設
け
て
共
通
語
で
意
味
を
記
し
た
。

　

・�

方
向
を
表
す
格
助
詞
と
し
て
「
さ
」
を
用
い
る
。
共

通
語
の
「
へ
」「
に
」。

　
　

�
119
㌻
２
段
「
何
、
２
階
さ
も
ベ
ラ
ン
ダ
さ
も
、
車
何

台
も
乗
っ
て
る
」

　

・�「
す
で
に
」「
も
う
」
を
意
味
す
る
口
語
を
「
は
あ
」

と
い
う
。
直
前
に
「
も
う
」
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
。

　
　

�

126
㌻
１
段
「
こ
れ
で
は
も
う
は
あ
、
昭
和
８
年
の
津

波
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
思
っ
た
」

　

・�

理
由
を
表
す
接
続
助
詞
に「
っ
け
え
」を
用
い
る
。「
～

だ
か
ら
」。

　
　

�

122
㌻
２
段
「
こ
の
車
で
は
ち
ょ
っ
と
危
険
だ
っ
け
え

に
、
車
替
え
っ
ぺ
す
」

　

・�

語
尾
の
「
だ
で
ば
」「
だ
が
え
」「
え
」
は
共
通
語
の
「
～

で
す
よ
」「
～
だ
よ
」
に
当
た
る
。「
だ
で
ば
」
は
親

密
な
相
手
に
対
し
て
発
す
る
こ
と
が
多
く
、「
だ
が
え
」

「
え
」
は
「
だ
で
ば
」
よ
り
丁
寧
な
印
象
を
与
え
る
。

　
　

�

123
㌻
１
段
「
母
さ
ん
、
立
っ
て
ら
れ
ね
え
ぐ
ら
い
の

大
地
震
だ
あ
で
ば
」

　
　

143
㌻
２
段
「
あ
ー
、（
津
波
が
）
来
た
が
え
」

　

・�

関
東
方
言
な
ど
の
終
助
詞
「
さ
」「
ね
」
と
似
た
用
法

で
「
す
」
を
使
う
。

　
　

�

120
㌻
１
段
「
私
た
ち
が
い
た
所
は
も
う
防
潮
堤
に
な

る
ん
だ
っ
て
す
」

　

・�

共
通
語
の
話
者
の
発
声
す
る
清
音
が
濁
音
に
な
る
こ

と
が
多
い
。

　
　

�

151
㌻
４
段
「
母
さ
ん
が
言
う
ご
ど
を
聞
か
ね
え
。
俺

だ
け
逃
げ
る
わ
げ
に
は
い
が
ね
え
が
ら
」

　

・�

提
案
や
勧
誘
を
す
る
際
の
語
尾
に
「
べ
す
」「
っ
ぺ
す
」

「
っ
ぺ
し
」
を
用
い
る
。「
～
し
よ
う
」。

　
　

147
㌻
１
段
「
津
波
が
来
っ
か
ら
逃
げ
べ
す
」

　
　

�

267
㌻
３
段
「
と
り
あ
え
ず
、
や
っ
て
み
っ
ぺ
し
っ
て

い
う
精
神
さ
え
あ
れ
ば
」

　

・�「
～
す
る
も
の
だ
」
な
ど
の
意
で
「
が
」
を
用
い
る
。

　
　

�

167
㌻
１
段
「
こ
こ
に
来
れ
ば
１
回
は
津
波
に
遭
う
が
」

　

・�「
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
「
な
ら
」
が
省
略
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　

�

261
㌻
１
段
「
亡
く
な
っ
た
、
祭
り
に
関
わ
っ
て
い
た

人
た
ち
の
た
め
に
も
や
ん
な
き
ゃ
な
い
」

　

・�

動
詞
「
く
れ
る
」
を
「
け
る
」
と
い
う
。

　
　

158
㌻
３
段
「
助
け
で
け
ろ
ー
、
助
け
で
け
ろ
ー
」

　
　

�

160
㌻
２
段
「『
織
笠
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
元
気
で
い
る

か
ら
』
と
言
づ
て
し
て
け
で
ね
」

　

・�

詠
嘆
の
感
情
を
込
め
る
際
、
語
尾
に
「
が
ね
」
を
用

い
る
。

　
　

�

160
㌻
２
段
「
あ
あ
、
お
っ
か
ね
が
っ
た
が
ね
え
」

　

・�

副
詞
「
ど
う
」「
ど
の
よ
う
に
」
を
「
な
あ
ど
」
と
い
う
。

　
　

166
㌻
１
段
「
車
、
な
あ
ど
す
っ
ぺ
」

凡  
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